
株式会社石川県ＩＴ総合人材育成センター（以下ＩＨＣ）で開催している研修の中でグローバルゼー
ションなどの流れに的確に対応できる次代を担う企業人材の育成を目的としている研修講座について、
小松市は「イノベーション人材育成支援事業」として、経費の一部を助成しています。以下に助成金対
象の研修及び、小松市が公開しているご案内を掲載します。

次代を担う企業人材育成を支援します!

小松市「イノベーション
人材育成支援事業」ご紹介

■助成金対象研修 対象研修：３コース

2023年度

2023年度いしかわビジネススクール スキル習得コース
＜ゴール＞ 「MBAフレームワーク」を学び、強いセクションリーダになる。

部門を管理しつつ部下を監督・指示する立場で活躍できるよう実践習得します。
＜研修の特⾧＞ ３つのカリキュラムによるスキル習得で自信ある発信力がつく。

・事前学習：事前に「通信教育」（添削付き）に取り組み理解を進め、集合研修で実践と知識を結びつけ理解力を向上。
・集合研修：基本的な講義を進めつつ、ケーススタディと課題について議論する「ワークショップ」で実践力を高めます。

研修の最後には「理解度テスト」で知識の定着と弱点の把握をしていただきます。
・ファイナルプレゼン：グループでビジネスプランを策定。マネージャーとしてトータルな力が試されます。

［期間］2023年７月14日(金)～１２月１日(金) ９時～１７時 （９日間） ［受講料］ 180,000円（税抜）

2023年度いしかわビジネススクール 変革実践コース
＜ゴール＞ 企業の将来をグローバルな視点で捉えられるミドルマネージャになる。

自ら活性化する強い組織と継続したイノベーションを起こす組織を作り上げるミドルマネージャ人材を実践育成します。
＜研修の特⾧＞ 専門家の講義とワークショップで、実践的な人間力が向上する。

・事前学習：推薦書籍の事前学習による予習と事前レポート。研修後に振り返り学習もできます。
・集合研修：基本的な講義を進めながら、ケーススタディ、課題および推薦図書のレポートについて議論する「ワーク

ショップ」で実践力を高めます。アイデアや知識の共有、問題解決、新たな視点の獲得ができます。
・ファイナルプレゼン：個人でイノベーションを基軸として会社への提言、新ビジネスプランを策定し、発表します。

企業の将来を見据えた総合的なプランでミドルマネジメントの力が試されます。

［期間］2023年７月22日(土)～翌年２月３日(土) ９時～１７時 （１３日間） ［受講料］ 270,000円（税抜）

2023年度 いしかわ技術経営（ＭＯＴ）スクール
＜ゴール＞ 企業における、改革実践を先導する中核人材になる。

①座学から得る課題発見の視点、②グループワークから得る広い視野、③受講前よりも高い視座からの職場での実践
を通じて育成します。

＜研修の特⾧＞
・各講座 ：講座テーマが持つ視点からの課題発見力を磨きます。
・レポート課題 ：事前または事後に取り組み、自分事として考える姿勢を身に付けます。
・メンターミーティング：受講生のメンターと職場での実践の擦り合わせを行います。
・ファイナルプレゼン ：成果を発表し、改革実践を積み重ねていくことを宣言します。

［期間］ 2023年9月9日(土)～翌年3月16日(土) ９時～１７時 (15日間) ［受講料］ 260,000円(税抜)

～小松市に主たる事業所がある中小企業の皆様へ～

講 義 ワークショップ ファイナルプレゼンテーションワークショップ課題書籍

受講料の約半分が
助成されます。
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※ご不明点、ご質問等は、お電話／メールでお気軽にお問合せください。

イノベーション人材育成支援事業
技術革新やグローバリゼーションなどの流れに的確に対応できる次代を担う企業人材の育成を支援します

地元企業の高度化を支えるため、人材育成教育として市所定の機関が実施するコースまたは講座を受講した
際の一部経費を助成する制度です。

イノベーション
人材とは

情報化や国際化など企業をとりまく経営環境は、日々目まぐるしいスピードで変化しています。
その中で、企業の新たな展開や経営基盤を確立していくために、新たな手法や知識に基づく経営
改善(イノベーション)が求められています。この制度では、それらを考えることのできる企業人
材の輩出を支援します。

対象事業者

本市に主たる事業所を有する中小企業者
(注意)研修の受講対象者：当該企業に所属する方等（所属していない後継者候補の方等も含みま
す）で、事業主が推薦する方とします。
(注意)１社あたりの補助対象上限：補助対象は1回のコース・講座の募集毎に1名分のみとします。

対象経費

次のいずれかのコース・講座に派遣する費用です。
２．株式会社石川県IT総合人材育成センターが実施する「いしかわ技術経営(MOT)スクール」、
「いしかわビジネススクール（変革実践コース）（スキル修得コース）」の受講に係る「受講
料」
(注意)会場までの交通費や滞在中の食費・宿泊費、その他諸費は補助対象外です。

補助金額等
補助金額： 補助対象経費合計額の2分の1以内 （千円未満の端数切捨て）
(注意)国・県等の教育訓練等の助成金制度を受ける場合は、その助成金を除いた額の
2分の1以内

提出書類(1)
（受講前）

・計画承認申請書（様式第1号）
（Word形式）

・受講を証する書類（受講決定通知の写し等）
・受講者に関する調書

（Word形式）
(注意)対象企業に所属しない者が受講する場合は提出

・国または県等の教育訓練等助成金の事業計画書の写し
(注意)該当者のみ提出

提出書類(2)
（受講後）

・交付申請書兼修了報告書（様式第3号）
（Word形式）

・修了を証する書類（修了証書の写し等）
・補助対象経費の支払領収書等の写し
・国または県の教育訓練等の助成金受領を証する書類（(注意)該当者のみ提出）
・補助金請求書（日付は入れないでください）

人材育成事業

■助成金申請手続き

受講前 受講後

受講
・計画承認申請書（様式第１号）
・受講を証する書類

⇒「開講のご案内(IHC)」
・国または県等の教育訓練等助成金の事業

計画書の写し (注意)該当者のみ提出

・交付申請書兼修了報告書（様式第３号）
・修了を証する書類 ⇒「修了証書（IHC)」
・補助対象経費の支払領収書等の写し

⇒「領収証（IHC）」
・補助金請求書
・国または県の教育訓練等の助成金受領を証する書類

（(注意)該当者のみ提出）

小松市
「イノベーション人材
育成支援事業」

https://www.city.komatsu
.lg.jp/sangyo_business/8/
careerup/6243.html


